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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成29年1月19日(2017.1.19)

【公表番号】特表2016-509290(P2016-509290A)
【公表日】平成28年3月24日(2016.3.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-018
【出願番号】特願2015-550828(P2015-550828)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
   Ｇ１０Ｌ  25/54     (2013.01)
   Ｇ１０Ｋ  15/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   17/30     １７０Ｅ
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ４１５　
   Ｇ０６Ｆ   17/30     ３５０Ｃ
   Ｇ１０Ｌ   25/54     　　　　
   Ｇ１０Ｋ   15/02     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月1日(2016.12.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサを使用するステップであって、コンピュータ可読媒体に記憶されたコンピュ
ータ実行可能命令を実行して、
　オーディオストリーミングシステムから、プローブオーディオサンプルを受信するステ
ップと、
　第1のセットの整合性スコアに基づいて、複数の十分に一致しているリファレンスオー
ディオサンプルを特定するために、前記プローブオーディオサンプルの第1のタイムセグ
メントを複数のリファレンスオーディオサンプルの対応するタイムセグメントと比較する
ステップであって、前記第1のセットの整合性スコアが前記プローブオーディオサンプル
の前記第1のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴ベクトルと前記リファレンスオーデ
ィオサンプルの各々の前記第1のタイムセグメントの対応する特徴ベクトルとの間に生成
される、ステップと、
　前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルが所定のスコア閾値を満たし
ていないと決定するステップと、
　前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルを保持するステップと、
　前記第1のセットの整合性スコアに基づいて、ランキングスコアのそれぞれを前記十分
に一致しているリファレンスオーディオサンプルに割り当てるステップと、
　第2のセットの整合性スコアに基づいて、複数の追加の一致リファレンスオーディオサ
ンプルを特定するために、前記プローブオーディオサンプルの第2のタイムセグメントを
前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルの対応するタイムセグメントと
比較するステップであって、前記第2のセットの整合性スコアが前記プローブオーディオ
サンプルの前記第2のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴ベクトルと前記十分に一致
しているリファレンスオーディオサンプルの各々の前記第2のタイムセグメントの対応す
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る特徴ベクトルとの間に生成される、ステップと、
　前記第2のセットの整合性スコアに基づいて、ランキングスコアのそれぞれを前記追加
の一致リファレンスオーディオサンプルに割り当てるステップと、
　前記第1のセットのランキングスコアと前記第2のセットのランキングスコアとを別々に
重み付けするステップと、
　前記重み付けされた第1および第2のセットのランキングスコアに基づいて、前記リファ
レンスオーディオサンプルのうちの少なくとも1つを出力するステップと
　を含む動作を実行するためにプロセッサを使用するステップを含む、方法。
【請求項２】
　定義済みのランキング閾値を超過しているそれぞれの割り当てられたランキングスコア
を有する前記一致リファレンスオーディオサンプルのうちの1つを出力するステップをさ
らに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記定義済みのランキング閾値を超過しているランキングスコアのそれぞれを有する前
記一致リファレンスオーディオサンプルのうちの1つを出力するステップの定義済みの時
間量の後に、それぞれの割り当てられたランキングスコアを有する前記複数の一致リファ
レンスオーディオサンプルを出力するステップをさらに含む、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記定義済みの時間量は、受信された前記プローブオーディオサンプルの分量に基づく
、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記少なくとも1つの一致リファレンスオーディオサンプルを特定するために、前記プ
ローブオーディオサンプルの前記第1のタイムセグメントを前記リファレンスオーディオ
サンプルの前記対応するタイムセグメントと比較するステップは、
　前記プローブオーディオサンプルの前記第1のタイムセグメントのフィンガープリント
を生成するステップと、
　少なくとも定義済みの一致しているモノの閾値によって前記プローブオーディオサンプ
ルの前記第1のタイムセグメントの前記フィンガープリントに一致している前記リファレ
ンスオーディオサンプルの前記対応するタイムセグメントのそれぞれのフィンガープリン
トを特定するステップとを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記ランキングスコアのそれぞれは、
　前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞれが販売のために個々に利用可能で
あるかどうかを示すそれぞれの利用可能性の評価尺度と、
　前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞれの人気を示すそれぞれの人気の評
価尺度と、
　前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞれがオリジナルアルバムであるかま
たはコンピレーションアルバムであるかを示すそれぞれのコンピレーションの評価尺度と
、
　前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞれの販売量を示すそれぞれの販売の
評価尺度と
　からなるグループのうちの少なくとも1つに基づいて、生成される、請求項1に記載の方
法。
【請求項７】
　前記ランキングスコアのそれぞれは、各々が対応する評価尺度の重要度に基づいて最上
位から最下位ビット位置を占めるビットのセットを含むコンポーネントのセットを含むビ
ットベクトルのシーケンスを含む、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記それぞれの人気の評価尺度は、前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞ
れに関連した少なくとも1つのパラメータに関連付けられたヒューリスティックから生成
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される、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　システムであって、
　コンピュータ実行可能コンポーネントを記憶するメモリと、
　前記メモリに記憶されているコンピュータ実行可能コンポーネントを実行するマイクロ
プロセッサであって、前記コンピュータ実行可能コンポーネントは、
　オーディオストリーミングサービスから、プローブオーディオサンプルを受信する、受
信コンポーネントと、
　前記プローブオーディオサンプルの第1のタイムセグメントを複数のリファレンスオー
ディオサンプルの対応するタイムセグメントと比較する、比較コンポーネントと、
　前記プローブオーディオサンプルの前記第1のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴
ベクトルと前記リファレンスオーディオサンプルの各々の前記第1のタイムセグメントの
対応する特徴ベクトルとの間に生成された第1のセットの整合性スコアに基づいて複数の
十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルを特定する、照合コンポーネントと
、
　前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルが所定のスコア閾値を満たし
ていないと決定し、前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルを保持する
、保持コンポーネントと、
　前記第1のセットの整合性スコアに基づいて、ランキングスコアのそれぞれを前記十分
に一致しているリファレンスオーディオサンプルに割り当てる、ランク付けコンポーネン
トと、
　前記第1のセットのランキングスコアと前記第2のセットのランキングスコアとを別々に
重み付けするように構成される、スコア決定コンポーネントを含み、
　前記比較コンポーネントは、第2のセットの整合性スコアに基づいて、複数の追加の一
致リファレンスオーディオサンプルを特定するために、前記プローブオーディオサンプル
の第2のタイムセグメントを前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルの
対応するタイムセグメントと比較することであって、前記第2のセットの整合性スコアが
前記プローブオーディオサンプルの前記第2のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴ベ
クトルと前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルの各々の前記第2のタ
イムセグメントに対応する特徴ベクトルとの間に生成される、比較することを行うように
さらに構成され、
　前記ランク付けコンポーネントは、前記第2のセットの整合性スコアに基づいて、ラン
キングスコアのそれぞれを前記追加の一致リファレンスオーディオサンプルに割り当てる
ようにさらに構成され、
　前記スコア決定コンポーネントは、前記重み付けされた第1および第2のセットのランキ
ングスコアに基づいて、前記リファレンスオーディオサンプルのうちの少なくとも1つを
出力するようにさらに構成される、マイクロプロセッサとを備える、システム。
【請求項１０】
　前記第2のタイムセグメントは、前記オーディオストリーミングコンテンツの前記第1の
タイムセグメントを含む、請求項9に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記スコア決定コンポーネントは、どの一致リファレンスオーディオサンプルを前記ス
コア比較に基づいて出力するかを動的に決定する、請求項9に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記保持コンポーネントは、比較処理の時間、または比較された前記オーディオストリ
ーミングコンテンツの分量のうちの少なくとも1つを含む定義済みのパラメータのセット
に基づいて、前記一致リファレンスオーディオサンプルを保持する、請求項9に記載のシ
ステム。
【請求項１３】
　前記ランキングスコアのそれぞれは、前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれ
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ぞれが販売に関して個々に利用可能であるかどうか、前記一致リファレンスオーディオサ
ンプルのそれぞれの人気、前記一致リファレンスオーディオサンプルのそれぞれがオリジ
ナルアルバムであるかまたはコンピレーションアルバムであるか、および前記一致リファ
レンスオーディオサンプルのそれぞれの販売量からなるグループのうちの少なくとも1つ
に基づいて、生成される、請求項9に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記一致リファレンスオーディオサンプルを、前記オーディオストリーミングコンテン
ツの第2のタイムセグメントと十分に一致しているモノの第2のランキングスコアを有して
いる少なくとも1つの追加の一致リファレンスオーディオサンプルとマージする、マージ
コンポーネントをさらに含む、請求項9に記載のシステム。
【請求項１５】
　実行に応じて、プロセッサを備えるコンピューティングシステムに処理を実行させるコ
ンピュータ実行可能命令を含むコンピュータ可読記憶媒体であって、前記処理は、
　オーディオストリーミングシステムから、プローブオーディオサンプルを受信するステ
ップと、
　第1のセットの整合性スコアに基づいて、複数の十分に一致しているリファレンスオー
ディオサンプルを特定するために、前記プローブオーディオサンプルの第1のタイムセグ
メントを複数のリファレンスオーディオサンプルの対応するタイムセグメントと比較する
ステップであって、前記第1のセットの整合性スコアが前記プローブオーディオサンプル
の前記第1のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴ベクトルと前記リファレンスオーデ
ィオサンプルの各々の前記第1のタイムセグメントの対応する特徴ベクトルとの間に生成
される、ステップと、
　前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルが所定のスコア閾値を満たし
ていないと決定するステップと、
　前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルを保持するステップと、
　前記第1のセットの整合性スコアに基づいて、ランキングスコアのそれぞれを前記十分
に一致しているリファレンスオーディオサンプルに割り当てるステップと、
　第2のセットの整合性スコアに基づいて、複数の追加の一致リファレンスオーディオサ
ンプルを特定するために、前記プローブオーディオサンプルの第2のタイムセグメントを
前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルの対応するタイムセグメントと
比較するステップであって、前記第2のセットの整合性スコアが前記プローブオーディオ
サンプルの前記第2のタイムセグメントの1つまたは複数の特徴ベクトルと前記十分に一致
しているリファレンスオーディオサンプルの各々の前記第2のタイムセグメントの対応す
る特徴ベクトルとの間に生成される、ステップと、
　前記第2のセットの整合性スコアに基づいて、ランキングスコアのそれぞれを前記追加
の一致リファレンスオーディオサンプルに割り当てるステップと、
　前記第1のセットのランキングスコアと前記第2のセットのランキングスコアとを別々に
重み付けするステップと、
　前記重み付けされた第1および第2のセットのランキングスコアに基づいて、前記リファ
レンスオーディオサンプルのうちの少なくとも1つを出力するステップとを含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項１６】
　それぞれの最高の割り当てられたランキングスコアを有する定義済みの数の一致リファ
レンスオーディオサンプルを出力するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１７】
　追加の閾値を満たしていない第2の整合性スコアを有する前記十分に一致しているリフ
ァレンスオーディオサンプルを放棄するステップをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１８】
　前記スコア決定コンポーネントは、それぞれの最高の割り当てられたランキングスコア
を有する定義済みの数の一致リファレンスオーディオサンプルを出力するようにさらに構
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成される、請求項9に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記スコア決定コンポーネントは、追加の閾値を満たしていない第2の整合性スコアを
有する前記十分に一致しているリファレンスオーディオサンプルを放棄するようにさらに
構成される、請求項9に記載のシステム。
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